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第 49 回 ISO/TC130/WG4 ボローニャ会議 報告（2015 年春季国際会議） 

 

事務局 松尾 

 

１．ボローニャ会議 

５月１３日（水）午後の半日、イタリアのボローニャ市で ISO/TC130/WG4 会議（２０

１５年春季国際会議）が開催、出席しましたので報告します。（会議時間は２時間） 

WG4 への登録は 16 ケ国（ISO/TC130 の P メンバーは 29 ケ国）です。会議の出席者は

１２名、日本からは松尾（印刷協の事務局）が出席しました。 

今回の WG4 会議は従来の１日スケジュールから半日化、審議案件も４件で、たいへん

コンパクトな会合でした。この理由は WG4 の纏め役である Dr.Uwe 氏（FOGRA）の都合

もあるようで、同氏は WG4 を早めに切り上げ午後４時過ぎに帰国しました。→後述-1 

４件の審議案件は、①枚葉印刷とオフ輪のインキの色相の規格、②新聞印刷のインキの

色相の規格、③印刷用ブランケトの規格、④インキの耐光性に関する規格（これは提案が

構想されている段階）です。 

日本は、１件目の①枚葉印刷とオフ輪のインキの色相の規格の審議で、この規格のベー

スとなる標準用紙に実際の印刷で使用される紙が使えるようにすることを検討するように

提案、３件目の③印刷用ブランケトの規格は既に行っている日本提案を修正した見直し案

を提案、また審議案件には無かったものの、回転型の粘度計の規格案（ISO/CD12634.2）

の進捗状況の説明を求めました。（担当する IGT 社のデ・クロート氏の対応が曖昧でした

ので N 文書での開示を WG4 事務局に要請しました） 

 

２．報告 

２．１ 枚葉印刷とオフ輪のインキの色相（の規格標準用紙について） 

 ・標準用紙、今現在は２年間の保存試験の最終段階にある（オランダ） 

 ・アクションアイテムのスケジュールとおりに進んでいるのか（ドイツ） 

 ・そのとおり。次回の WG4 で報告できると思う（オランダ） 

・蛍光増白剤 OBA を含まない標準用紙だけ色相を規格化しても用途はで限定的。実際

の利用を考えた場合、蛍光増白剤 OBA を含む用紙も利用することを検討すべきであ

り見直し中の ISO2846-1 で取り上げることを提案したい（日本） 

・ISO2846-1 はインキの規格。印刷会社への説明は規格の問題ではなくインキ会社の問

題である。この規格は日本を含む３６個（多分、インキメーカーの社数）のデータか

ら出来た経緯がある（ドイツ） 

・実際に利用するためにある規格が ISO 規格。規格が出来た当時と今では状況が違って

いる。実際に使用されない標準用紙で色相を規定して何になるのか。別表か何かで対

応することを検討すべき（日本） 

・日本の意見には同意する。ISO2846-1 の見直しの中で考慮する（オランダ） 

・その対応で日本として納得するか（ドイツ） 

・メモ中で聞き落とした。オランダの発言を確認したい（日本） 

・ISO2846-1 で考慮、加える、ということだ（米国） 

・見直しの結果に期待する（日本） 
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２．２ 新聞印刷のインキの色相の規格 

 ・事前配布資料（ISO/TC130WG4N887）で示すインキ色相に見直したい。この色相に

ついて各国の事情を知りたい（ドイツ）→特に意見が無く日本が指名された 

 ・新聞インキに必要な仕様は色相だけではない。新聞社からの要望等が重要（日本） 

 ・ドイツ新聞協会（German Newspaper Association  Dr.Uwe 氏（FOGRA）の発言

です。本当にこの団体が存在するかどうかは未確認）から ISO 規格を求められている

ので IS 化を進めたい（ドイツ）→今後は投票案件になるので発言は殆ど無し 

 

２．３ 印刷用ブランケトの規格 

 ・見直し提案をした日本が、長いブランクを経て、今日ここに出席している。関係者（コ

ンチネンタル社、トレボルク社）も同席しているので今後の対応を決めたい（ドイツ） 

 ・そのように進めたい。日本の立場は事前に関係者へ送っているので、この内容をここ

で説明する（日本） 

 ・ロンドン提案（ISO/TC 130/WG 4 N 846）がベースとなるはずでこれを CD 投票する

ことについて今日のこの場で日本の同意を求める。他の国は日本を除いて（rest of the 

world）全て賛成している（ドイツ）→後述-2 

 ・即答しない。日本は米国編集者が指摘している他国との表面粗さについて譲歩する立

場だが、突然の CD 投票スタートに同意するまでは準備していない（日本） 

 ・今日ここで CD 投票に同意しないなら時間切れになる可能性がある。そうなると日本

の提案がなくなってしまうが、それでいいのか（ドイツ） 

 ・時間切れで日本提案が無くなってもいい。突然の CD 投票の提案には応じない（日本） 

 ・そういう姿勢ならそれで結構だ。日本提案が無くなることもある（ドイツ） 

 

２．４ インキの耐光性に関する規格（これは提案が構想されている段階） 

 ・インキの耐光性に関する規格案を提案したい（ドイツ） 

 ・ISO/TC6（紙の国際規格を担当）が耐光性のテスト方法を検討していること、例えば

デジタル出力向け用紙に含まれる蛍光増白剤 OBA の変化具合だが、WG3 で報告され

ていた。TC6 の場合は光源が TC130 と異なる。TC130 としては規格化を急ぐ必要が

あり場合により TC6 との連携が必要になる（米国） 

 ・繊維用のブルースケールとの整合はどうなるのか（スイス） 

 ・準備を進めたい（ドイツ） 

 

３．WG4審議のスケジュール 

日 １３日（月）   

内訳 

・議題の承認 

・前回議事録の承認 

・ISO2846-1 の審議 

・ISO2846-2 の審議 

・ISO12636 の審議 

・ISO12040 の審議 

 

 

 

 

 

４．出席者 

 出席者は、後日に送付されてくる出席者リストの配布を報告とさせていただきます。 
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５．まとめ 

今回の WG4 会議前に目指したことは達成（もちろん、満点ではありません）したと今

の時点では判断できますので、会議時間は２時間と短かったですが、出席した意味はあり

ました。ともかく必要なことを措置して次に備えるよう努めたいと思います。 

 

 

 

後述-1： 

 今回、WG4 の会議時間は半日でした。短いことは過去の WG4 でも他 WG でもありま

したので構わないのですが、今回の WG4 では具体的な審議を省略、進捗を質して担当者

が進行中と回答してオシマイとなるパターンでした。明らかに意図的と感じました。 

例えば１件目の枚葉印刷とオフ輪のインキの色相の規格の審議の際、代替候補の標準用

紙について、日本から保存試験の内容を照会したのですが進行中なので終了してから回答、

標準用紙の試験の参加者についての回答はなし、という具合です。 

 Dr.Uwe 氏（FOGRA）は同氏が関心を持つ WG12、WG11 の審議を聴講、WG4 の進行

役を担当した後、直ちに帰国の途につきました。 

 

後述-2： 

他の国は日本を除いて（rest of the world）全て賛成している（ドイツ）ということで

したが WG4 が終わった後に関係者（コンチネンタル社、トレボルク社）と話したところ

全く違っていました。 

彼らはロンドン提案 ISO/TC 130/WG 4 N 846 には賛成でなく寧ろ修正したいとのこと

でした。つまり日本が本日の WG4 会議で CD 投票スタートに同意したとしていたら後の

調整が複雑になったと思われます。 
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